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事例紹介
大学教育入門 セミナー
機 械 工 学 科 の 場 合 工学部機械工学科長川端信義
入門セミナーの内、機械工学科個別に行っている9回分
について紹介を します。個別授業では、高校から大学への
勉学方法の転換を助け、大学生活を健康かつ有意義に過ご
すことのできることを目的としています。さらに、大学生
活の初期の段階で専門分野を自覚し、より広い視野をもっ
て大学での勉学ができるようになることを目的としていま
す。以下、各個別講義の概略を示 します。
第1回は、JABEE対応教育プログラムの学習 ・教育目標
とカリキュラムの関連 ・シラバスの重要性 ・学習 ・教育目
標の達成度評価法等について説明します。
第2～4回は、新入生導入教育として、機械工学科の全研
究室(16研究室)を各15分程度かけ、7、8名のグループ
単位で順次訪問します。研究室で行われている機械工学に
関連する研究の一端に触れ、機械工学を学ぶ意義について
考え、機械工学に対するモチベーションを高め、勉学意欲
向上をねらっています。
第5回は、福井県内の機械産業に関連する企業の工場に
おける生産ラインや生産システムを実際に見学することに
よって、「モノづくりの現場で機械工学がどのような所で、
どのように活かされているか」を知り、機械工学の魅力に
ついて考えるき かけとします。さらに、これらのことか
ら将来の機械工学技術者 ・研究者としての自覚を持つこと
を目指しています。20名ほどのグループに分けそれぞれ2
名の教員の引率によって.4ヶ所の事業所を見学に行きま
す。2005年度は、株式会社ソディック(坂井町、放電加
工)、株式会社松浦機械製作所(福井市、工作機械の製 造)、
フクビ化学工業株式会社(福井市、建築 ・産業資材の製造)、
株式会社工イチアン ドエフ(あわら市、産業機械(油圧プレ
ス）の製造）の4企業にお願いしました。
第6、7回は、1年後期から始まる機械工作法実習のため
の予備知識として、測定機器の原理と測定法、機械工作法
における機械加工(切 削加工)の位置付け、実習で使用す
る汎用工作機械の種類と加工内容、CNC工作機械の変遷と
加工技術の進歩について解説します。
第8、9回は、4月中に実施する新入生合宿研修で充当し
ます。2005年は4月15日(金)～16日(土)に 福井市
のすかっとランド九頭竜にて1泊2日の予定で行いました。
研修では、㈱松浦機械製作所開発研究部課長 久保勝裕先
生(本学科55年度卒業生)による 「工作機械の最新動向リ
ニアモーターの将来性について」と題した特別講演を聴き、
その内容を参考にしてテーマ設定とグループ討議を行いま
す。最後にグループ討議のまとめを全員の前で口頭で発表
し、質疑討論をします。
 University of  Fukui,Center for  Interdisdplinory Studies 5
